
　新たなる発展へ

ニューズレター
日本カナダ学会     発行人：下村雄紀　  編集人：福士 純

事務局 ： 〒 658-0032 神戸市東灘区向洋町中 9-1-6　神戸国際大学経済学部　下村雄紀研究室内                              
TEL:080-3868-1941・FAX:03-6368-3646・http://www.jacs.jp・jacskiu@kobe-kiu.ac.jp

第 106 号 ・ 2017 年 3 月 

 The Japanese Association for Canadian Studies  /  L’ Association japonaise d’études canadiennes

　　　　郵便振替口座　００１５０－２－１５１６００（電話等の受付：水・金曜日・午前 11 時～午後 4時）

JACS  News le t te r   No.106 (March 2017) // 本号の内容： 新たなる発展へ（下村雄紀）●時評：

カナダ横断の旅から （大石太郎） ●追悼・池内光久名誉会員：故池内光久名誉会員追悼記 （田島高志）

/ 追悼・ラムジー・クック先生：ヨーク大学のラムジー ・ クック先生学内追悼集会 R a m s a y C o o k : 

Histor ian and Publ ic Intel lectual に参加して （矢頭典枝） ●自著を語る：『英系カナダ文学研究―ジ

レンマとゴシックの時空』 （長尾知子） ●事務局より ： （「トラベル ・ グラント」 募集について、 第 30 回日本カナ

ダ学会研究奨励賞論文募集、 会費納入について （お願い）） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● 編集後記

　 下村 雄紀

会員の皆様、 卒業生を送り出したと思えば、 新入生を迎えて新たなる出発の準備にお忙しいことと拝察し

ております。 昨年度の学会活動を振り返ってみて、 新設された第一回学会賞 （細川道久会員） を授与で

きましたことは、 本学会が活気を取り戻している証左と考えております。 また、 久しく該当者がでなかった

研究奨励賞 （梅川圭子会員） も若手研究者の活躍を予見するものとして嬉しい限りです。

　 もうひとつ嬉しい出来事は、 長らく休眠しておりました中部地区研究会が再開されたことです。 丹羽卓理

事を長とする研究会の新たな出発は、 学会発展の兆しとなりました。 中部地区研究会の成長に、 学会本

部としましても協力していく所存です。 会員の皆様の地区研究会への参加は、 学会全体の発展の基礎と

なります。 地区のボーダーを越えた相互支援を宜しくお願い致します。

　 先般、 J. トルドー新政権下での予算概要が発表となり、 基礎研究分野への新たな補助は見送られたよう

です。 まだ詳しい内容は分かりませんが、 Understanding Canada Program 廃止以来のカナダ学研究への理

解はまだ時を要するようです。 しかしながら、 各国のカナダ学会の動向はかつての地域主義から脱して、

所属学会に限定することなく広く研究発表者を募るなど、 より広い視野でカナダ学の発展を模索し始めて

いるように思えます。 最近の発表者募集でも、 ドイツ語圏カナダ学会は ICCS を通じて、 世界のカナダ研

究者に大会参加を呼びかけております （JACS サイトにも掲載）。

　 このような動向から、 日本カナダ学会も世界に開いた国際学会として展開していく時期に来ているのかも

しれません。 そのためにも、 分野の垣根を超えて、 日本におけるカナダ研究者の密な交流や若手研究者

の育成はその根幹を形成する重要な要素となります。 また、 学会本部としましては、 会員の研究環境をど

のように支援できるかにつきましても議論を積み重ねてまいりたいと考えております。 外部資金獲得、 外務

省や在日カナダ大使館との連携、 ICCS を通してのカナダ政府への働きかけなど粘り強い交渉を必要とす

る事項にも、 直接的 ・ 間接的に相互理解を深めることから始動しはじめております。 会員の皆さまにもご

協力とご助力を賜るときが来ると思います。 宜しくご指導くださいますようお願い申し上げます。

( 次ページに続く )



ニューズレター第106 号 (2017 年 3 月 ) 日本カナダ学会2

　 昨年度は私が大学の役職に就いたことから、 両

副会長および理事の皆様には多大なご助力を頂

きました。 この紙面を借りて御礼申し上げます。 ま

た、 学会本部を支えてくれております両幹事につ

きましても感謝以外の言葉もありません。

　 さて、 本年度の年次研究大会は大阪国立民族

学博物館 （岸上伸啓理事） にて開催されます。

プログラムも完成に向けて着々と進んでおります。

３年ぶりの関西開催です。 分野を超えて見識を広

めるのがカナダ学会の存在意義でもございます。

皆様の多数のご参加を期待しております。 関西で

お会いしましょう。

（日本カナダ学会会長 ・ 神戸国際大学）

＊　＊　＊

＜時評＞

カナダ横断の旅から

大石　太郎

私は地理学を生業とし、 カナダの公用語マ

イノリティを地理学的視点から研究するととも

に、 大学ではカナダないし北アメリカの地誌

を扱う講義を担当してきた。 地理学の研究

では、 詳細な調査に基づく分析が期待され

ることもあって、 学術雑誌に掲載される論文

はミクロなスケールの話になりがちである。 一

方、 地誌の講義は、 ミクロなスケールに終始

するわけにはいかない。 ミクロなスケールの

事例を具体的に紹介しながらも、 マクロなス

ケールでバランスよく説明することが求められ

る。 また、 たとえば文化などに偏って説明す

るわけにもいかない。 なぜなら、 地域は自然

的基盤の制約を受けつつ、 歴史 ・ 文化的要

素と社会 ・ 経済的要素が複雑に絡み合って

成り立っているからである。 そして、 その 「絡

み合い」 は、 往々にして景観に反映される。

したがって、 地理学研究者にとっては、 何は

ともあれ、 研究対象地域を訪れてじっくりと観

察することがまずは重要である。 そこで私は、

機会があるごとにできるだけ空路に頼らず陸

路で北アメリカのさまざまな地域を見て回るよ

うに工夫してきたが、 短期間の調査旅行では

おのずと限界があった。

　そこに好機が訪れた。 勤務先の制度を利

用して、 在外研究の機会が得られたのであ

る。 さっそく旧知の Anne Gilbert 教授にオタ

ワ大学での受け入れを打診し、 快諾を得て、

2016 年度を同大学のフランス系カナダ文化

研究センターに客員研究員として在籍して在

外研究に取り組むことになった。 オタワを選ん

だのは、 同じく地理学を専門とし、 ケベック州

外のフランス系コミュニティ研究の第一人者で

Royal Society of Canada の会員にも選出され

た Gilbert 教授の存在が大きかったが、 この

機会に首都に滞在してカナダ全体を俯瞰して

みたいという期待もあった。 そして、 学会シー

ズンが一段落した 7 月中旬、 私は中古で手に

入れた愛車スバル ・ インプレッサでカナダ横

断の旅に出た。 結論を先取りすると、 ある水

系の水路から別の水系の水路まで短い距離を

陸路で移動するポーテイジや毛皮交易といっ

た、 カナダ史における重要な事象を非常に身

近に感じながらの旅であった。

　紙幅の都合もあるので、 ここでは西部方面

への旅の模様を紹介することにしたい。 オタワ

を出発し、 トランスカナダハイウェイを西へ向

かう。 オタワを東西に貫く自動車専用道オンタ

リオ州 417 号線は、 オタワを出るとほどなく一

般道の同州 17 号線となってオンタリオ州北部

を横断し、 マニトバ州に入るとマニトバ州 1 号

線と名前を変える。 1 号線はウィニペグ西郊で

北ルートを走る 16 号線を分岐するので、 私は

16 号線を経由してさらに西を目指した。 周知

のとおり、 カナダではトランスカナダハイウェイ

といえども州境を越えると道路番号が変わるの

だが、 マニトバ以西のトランスカナダハイウェイ

はブリティッシュコロンビアまで同じ番号となっ

ており、 東西で異なるカナダの歴史を体現し

ているかのようである。 サドバリー、 スーセント

マリー、サンダーベイ、ウィニペグ、サスカトゥー

ン、 エドモントン （2 泊）、 カムループスに宿

泊し、 ひたすら内陸部を走り続けること 9 日、
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ヴァンクーヴァー到着直前に海が見えたときに

は感動した。

  ただ、 ひたすら内陸部を走り続けたといっ

ても、 水面をまったく見なかったわけでは

ない。 むしろ、 自動車で走りながらも、 カ

ナダの発展における水路の重要性を改め

て認識した。 カナダはかつて国土のほとん

どが氷河に覆われており、 その名残である

湖が無数に存在する。 とくにオンタリオ州で

は、 ニピシング湖、 ヒューロン湖、 スペリオ

ル湖のような大きな湖の近くを走る時間が長

く、 相当数の川を渡った。 印象的だったの

は、 五大湖に注ぎ最終的に大西洋に流れ

る川の地域と、 ハドソン湾に注ぐ川の地域と

を分かつ分水界の標識である （写真１）。

ドソン湾方面に流れるので、 内陸部での移

動に水路を利用する場合には非常に合理的

である。 さらに、 ロッキー山脈の西側の山の

険しさも印象に残った。 山々を流れる川が合

流し、 フレイザー川となって太平洋に注ぐこ

とから、その河口に位置するヴァンクーヴァー

の発展は必然であったように思える。

  折り返しの旅では南ルートを走ることとし、 ブ

リティッシュコロンビア ・ アルバータ州境付近

から 1 号線を東進した。 ケロウナ、 バンフ、

カルガリー （2 泊）、 リジャイナ、 ウィニペグで

宿をとり、 オンタリオ州に入ってサンダーベイ

で疲労回復や洗濯などのために 2 泊した。ウィ

ニペグとサンダーベイには往路も宿泊してお

り、 できれば別ルートをとりたいものだが、 ここ

だけは選択肢がない。陸路の旅ではマニトバ・

オンタリオ州境付近がもっとも通過困難な区間

なのである。 サンダーベイの西には中部標準

時と東部標準時の境界線もある （西経 90 度、

写真２）。 つまり、 オンタリオ州北西部の一部

の地域に住む人々は、 マニトバ州と同じ時間

帯で生活しているわけである。陸路でつながっ

ているにもかかわらず州内に時間帯の境界線

があるのはカナダでも珍しい。

  カナダ楯状地の広がるオンタリオ州北部

は、 ゴツゴツした岩がむきだしの荒々しい風

景が続くが、 標高はそれほど高くない。 す

なわち、 感覚的に分水界に気づくのは難

しい。 水路を移動したかつての旅人たちに

とって、 川がどの海に注ぐのかという知識は

非常に重要であったのだろうと想像した。 ま

た、 現代の感覚で考えると、 なぜヨーロッパ

人が酷寒のハドソン湾岸に毛皮交易の拠点

をおいたのかわかりにくいが、 オンタリオ州

北部やプレーリーを流れる川は基本的にハ

写真１ 分水界の標識（オンタリオ州 144 号線、 
2016 年 8 月、筆者撮影）

写真２ 中部標準時に入ることを示す標識（オン
タリオ州 17 号線、2016 年 8 月、筆者撮影）

  サンダーベイからは往路に走破した 17 号線

ではなく、 北ルートの 11 号線を東進し、 林

業の町ハーストへ向かう。 ロングラックから
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ハーストまでは 200 キロ以上にわたってガソ

リンスタンドがなく （写真３）、 オンタリオ州の

東部や南部に住む人々からすれば、 ハー

ストはオンタリオ州のどんづまりといっていい

町である。 フランス系が圧倒的多数を占める

ハーストに来るのは 2 度目であったが、 今回

は友人の紹介で 20 代の姉妹に簡単なインタ

ビューができた。 ハーストからは南へ向かい、

Shania Twain の故郷ティミンズを通過し、 往

路最初の宿泊地サドバリーで再び一夜を明か

した。 翌日、 そのままオタワに向かえば 6 時

間で到達するが一計を案じ、 17 号線を少し

だけ西進してヒューロン湖の北東岸に浮かぶ

マニトゥーリン島からフェリーで約 2 時間かけ

てブリュース半島にわたり、 そのまま東に進

んでキッチナーで投宿した。 一見すると奇妙

なルートにみえるかもしれない。 しかし、 マニ

トゥーリン島とブリュース半島は、 かつて存在

した湖の縁にあたるナイアガラ ・ エスカープメ

ントという崖の一部であり、 そこだけ標高が高

いので湖から陸地が頭を出しているという点で

地理学的には興味をそそられる。 なお、 ナイ

アガラ ・ エスカープメントには多くの滝が形成

され、 かつては動力源としてオンタリオ州南部

の経済発展を促進し、 現在では周辺の都市

住民がレクリエーションを気軽に楽しめる場所

となっている。

　自動車によるカナダ横断旅行はいくつかの

条件がそろわないと不可能であり、 カナダ人

にもあきれられたが、 私にとっては貴重な経

験であり、 かつカナダ研究者として大きな財

産ともなった。 これからの研究と教育にこの経

験を生かしていければと思う。

        　（関西学院大学）

＜追悼・池内光久名誉会員＞

故池内光久名誉会員追悼記 

田島　高志

当学会会員であった池内光久氏は、 ２０１５

年３月より病気療養中であったところ、 回復に

向かいつつあるとの周囲の期待に全く相反し

て、 驚いたことに２０１６年１２月２１日早朝悲し

くも静かに永眠された。 享年傘寿を迎える直

前の 79 歳であった。 訃報を得て直ちに当学

会下村雄紀会長名で弔電が送られた。

   同月２８日に通夜、２９日に葬儀・告別式が、

ご夫人池内睦子様喪主の下に東京の代々幡

斎場において大勢の親族、 友人、 知人等の

参列を得て、 しめやかに執り行われた。 当学

会会員の多数も参列したが、 ここに謹んで深

い哀悼の意をあらためて表明したい。

  池内氏は、 １９３７年１月７日に東京で生ま

れ、 一橋大学経済学部及び中央大学法学

部専攻科を卒業した。 成績優秀であったた

め、 同級生の弔辞での言によれば、 著名

な経済学者中山伊知郎教授の下で大学に

残るのではないかと思われたが、 むしろ実

務の道を選び、 東京海上火災保険株式会

社 （現在の東京海上日動火災保険株式会

写真３　次のガソリンスタンドまでの距離を示す標識（ハースト、2016 年 8 月、筆者撮影）
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社） に就職した。 同社での活躍は輝かしく、

直ぐに頭角を現し、 １９６７年リスク ・ マネジ

メント及びクライシス ・ マネジメントの研修を

受けるため会社から米国カリフォルニア大

学に派遣され、 その機会に当時万博が開

かれていたカナダのモントリオールを訪ね

た。 その後米国及びカナダを担当する海外

首席駐在員としてトロントに約１０年間滞在

し、 損害保険問題の専門家であると同時に

カナダ政治経済史、 特にケベック問題の専

門家にもなった。

   そのため、 帰国後は本店検査役として活躍

したのみではなく、 日本カナダ学会の監事を務

め、 研究面ではカナダやケベックの産業経済

について精力的に発表を行い、 教育面では例

えば明治大学において連続講義 「カナダ ・ ケ

ベック講座」 の一部を担当し、 学生のカナダに

関する知識と理解の深化にも大きく貢献した。

   こうした功績が認められ、 ２０１５年の当学

会の年次研究大会時に、 名誉会員に推奨・

承認された。

   また、 トロントに拠点をおく 「カナダ ・ 日

本ビジネス ・ レビュー」 誌の在日代表として

日加間の政治、経済、社会関係に関するホッ

トなニュースを詳細な分析と解説付きで読者

に提供する貴重な情報誌を編集配布する活

動を発行主宰者岩崎力氏と共に長年にわた

り継続した功績もある。 同誌の１９９６年９月

３０日号がたまたま私の手元にあるが、 そこ

には池内氏自身が筆を執った 「日本におけ

るカナダ ・ ソサイエテイ （その１）」 と題する

記事がある。 その記事は、 日本におけるカ

ナダと何らかのつながりを持つ団体を概観

し、 数回に分けて報告したいとの前書きに次

いで、 本号ではまず 「日本カナダ学会」 を

案内したいとして、 １９７７年発足以来毎年研

究大会を持ち、 広い分野の多数の会員が発

表を行い、 在京カナダ大使館の公使はじめ

数名の館員も熱心に討議に参加しているな

どの活動振りを紹介している。

　 さらに、 2011 年に池内光久会員、 竹中

豊会員、 田島高志会員、 浅野徹元ケベッ

ク州政府在日事務所商務官及び私の４名

が 顔 を 合 わ せ た 機 会 に、 日 本 と カ ナ ダ は

長年強力な友好関係を築いて来たにも拘ら

ず、最近は両国間の絆が弱まっているので、

日本にとり世界での重要なパートナーであ

り、 米国とは異なる独自の文化とアイデンテ

イテイーを持つカナダについて、 国内の市

民や若者の知識や理解を深めるために 「カ

ナダ検定」 を実施し、 日加間の親善と交流

の増進に貢献しては如何であろうかとの意

見が一致し、 「特定非営利活動法人 （ＮＰ

Ｏ） 日本カナダ検定協会」 を設立すること

になった。 当学会の杉本公彦会長 （当時）、

佐藤信行副会長、 田中俊弘会員、 飯野正

子会員、 佐藤アヤ子会員、 矢頭典枝会員

の方々にも理事就任へのご協力をお願い

し、 事務局に三本松里佳様を得て、 同協

会は 2012 年 1 月正式に設立した。 第 1 回

検定試験は、 在京カナダ大使館の後援名

義も得て、 カナダ ・ デイに当たる同年 7 月

1 日に、 カナダ関連講座で実績のある明治

大学を会場に実施された。 合格者発表や

表彰式を行うために 「カナダ・ファンクラブ」

を開催し、 受験者以外にもカナダ好きが集

まる楽しい会合を毎回カナダ大使館近くの

レストランで行ったが、 それは池内副理事

長の提案によるものであった。

   検定試験とファン ・ クラブは 2015 年の第 5

回まで行われたが、 浅野専務理事が早々に

退会したため、 池内副理事長は事務局長を

兼任し、 試験問題の作成を竹中副理事長と

共に行う他、 賛助会員との交渉、 会計経理

等を熱心に引き受けて下さった。 しかし、 同

年 3 月 3 日突然倒れて手術を受け、 私は同

8 日入院先にお見舞いに伺ったが、 それが

最後の面会になるとは夢にも思わなかった。

しかし、 次第に面会も受けられない長期入院

を要する状態に陥った。 加えて、 検定試験は



ニューズレター第106 号 (2017 年 3 月 ) 日本カナダ学会6

受験参加者数が毎回少なかったため、 協会

は財政面の難局にもあった。 このような状況

に鑑み、 協会は止む無く 2015 年 6 月の理

事会で真に残念ながら解散を決定した。 入

院中の池内氏に代わり協会の業務には解散

事務を含め、 平野亨理事 （元カナダ住友商

事社長）、 平賀久美子事務局長補佐、 阿達

奈美子書記に特別の尽力を頂いた。

　 池内氏は、 著書に 『カナダ ・ ライフ　単

身赴任レポート』 （彩流社、 １９９１年）、 共

著 『カナダ検定　解いて楽しむ１０１問』 （竹

中豊会員と田中俊弘会員と共に検定試験

の事前講習の教科書としての編著。 彩流

社、２０１４年）、訳書 『「第三帝国の社会史』

（彩流社、 ２０００年）、 共著 『現代カナダ

を知るための５７章』 （明石書店、２０１０年）

などの功績もある。 一方、 損害保険事業総

合研究所の講師として 「キャプテイブ ・ プ

ログラムの理論と実際」 を講義して高い評

価を受けてもいた。

　 なお、 池内氏は、 スポーツではテニスとと

りわけゴルフを熱愛し、 小金井カントリー倶

楽部の会員であり、2015 年 3 月倒れたのは、

小金井でのゴルフを終えた直後であった由。

　 このように、 池内氏は、 多才の持ち主と

して多方面で積極的な活躍をした豊かな人

生を送り、 包容力もあり、 冗談やユーモア

も得意で、 人々から好意と信頼を得た人柄

であり、 優しい奥様と立派に成長した令嬢

令息と２名の孫達など家族にも恵まれてい

たが、 余りにも早過ぎる人生の閉じ方であ

り、 本当に残念で悲しく、 誰からも敬愛さ

れ惜しまれる人物であった。 特に私は 「日

本カナダ検定協会」 で本当にお世話を頂

いたことに繰り返し謝意を表しつつ哀悼の

意を重ねて表明する次第である。 どうぞ安

らかにお眠り下さい。

（元駐カナダ特命全権大使、 元日本カナダ検

定協会理事長）

＊

< 追悼・ラムジー・クック先生 >

ヨーク大学のラムジー・クック先生学内

追悼集会 Ramsay Cook:Historian and 

Public Intellectual に参加して

矢頭　典枝

12 月 2 日、 ヨーク大学において行なわれた

故ラムジー ・ クック先生の学内追悼集会に出

席してきました。 クック先生は、 さる 7 月 14

日、 84 歳で他界されました。 10 月 24 日に

Memorial Service がトロント市内で行われまし

たが、 この集会は、 クック先生が長年務めら

れたヨーク大学の教員たちとクック先生の教え

子たちを中心に執り行われました。

当日のポスター

  司会進行役は、 ヨーク大学歴史学部におけ

るクック先生の実質的な後継者である教え子

のマルセル ・ マルテル先生が務めました。 主

なスピーカーは、クック先生の長年の同僚だっ

た歴史家クリストファー ・ アームストロング氏

（ヨーク大学名誉教授）、 博士課程の教え子

ゲール ・ ブラントさんとアデール ・ ペリーさん、

クック先生の伝記を執筆中のドナルド ・ ライト

氏 （ニューブランズウィック大学教授） でした。

  アームストロング氏は、 ラムジー ・ クックは現

代カナダが生んだ最も偉大な歴史家であり、

Canada and the French Canadian Question 

(1966) は、1960 年代、ケベック州に何が起こっ
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ているのか、 について初めて英語系カナダに

喚起した書であったことを強調しました。 また、

同僚としてのラムジー ・ クックについて語り、

出張先で一緒に羽目を外した話で、 クック先

生のお茶目な一面を披露し、 参加者の爆笑

を誘いました。教え子の二人は、クック先生が、

授業、 執筆、 学務で忙殺されていたにもか

かわらず、 博士論文の指導は懇切丁寧で、

最高の師であり、 メンターでもあったことを示

す数々の思い出を語りました。 伝記を執筆中

のライト氏は、 クック先生を結論部分でどのよ

うに表現すべきか迷っているが、 これだけは

言える― “Ramsay Cook was a very special 

man.” と眼を潤ませてスピーチを締めくくりま

した。 なお、 クック先生の代表作でカナダ総

督賞を受賞した The Regenerators  (1985) は、

折しも 2016 年に改訂版が出版され、 その

Introduction の部分をライト氏が執筆したこと

が紹介されました。

生が、 ちょうどカナダ留学を控えていた教え

子の私に、 大会プログラムをトロントのクック

先生のご自宅に届けるようにと指示しました。

ところが、 行きの飛行機の中の空調が強す

ぎて、 私は喉を痛めてしまい、 トロント到着

時にアポイントを取るためにクック先生に電

話したときは、 低いガラガラ声となっていま

した。 電話でクック先生はてっきり私を男の

子だと思っていたらしく、 私が到着し、 家

のドアを開けたとき、 女の子だったのか、 と

びっくりしたようです。 その日、 その年に出

版された Canada, Quebec and the Uses of 

Nat ional ism (1986) を一冊いただきました。

それから数年後、 小浪先生とこの書を翻訳

することになったのです。

   遺族としてエレノア夫人と長女のマーガレッ

トさんが出席し、 終始にこやかに参加者たち

の話に聴き入っていました。 とてつもなく深い

悲しみをようやく乗り越えたご様子でした。 こ

の会は、 クック先生のご逝去を悲しむもので

はなく、 むしろ、 アームストロング氏が口にし

た celebration for Ramsay Cook's life という

ことばに言い表されます。 帰り際に、 エレノ

ア夫人に 「いい思い出がたくさんありますね」

と私が言うと、 満面の笑みでエレノア夫人はこ

う言いました― “Yes, good memories!”

（神田外語大学）

スピーチをするアームストロング先生

　 これに続き、 参加者たちは、 H.V. ネレ

ス氏を筆頭に、 思い思いにクック先生との

思い出について語りました。 私からは、 クッ

ク先生と日本との関係を紹介し、 クック先生

が JACS の会員たちにどれだけ影響を与え、

慕われてきたか、 という点を強調しました。

個人的な思い出は多すぎるので、一つだけ、

1986 年にクック先生に初めてお会いしたと

きの話をしました。 その年の JACS の研究大

会で基調講演者としてクック先生が招聘され

ていたため、 当時の JACS 会長の小浪充先

前列左よりエレノア夫人、矢頭、マーガレット
さん、後列左よりマルテル先生、ネレス先生、
アームストロング先生
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＜自著を語る＞

『英系カナダ文学研究―ジレンマとゴシッ

クの時空』（彩流社、2016 年）

長尾　知子

カナダの文芸評論家 W. J. キースは、 カナダ人

を定義づけて 「革命を拒否したアメリカ人」 と称

した。 カナダの詩人パトリック ・ アンダーソンは、

カナダを 「アメリカの屋根裏部屋」 と詠んだ。 一

つ目の譬えは、 英系カナダ建国の歴史と政治に

潜むジレンマを、 二つ目は、 カナダの地理的条

件、 北方国家としてのジレンマを内包している。

これらは、 本書で取り上げた英系カナダ文学の、

背景をなすカナダの肖像である。 第 I 部序論第

一章 「カナダ文学をめぐるカナダ事情」 では、

カナダを知るために拾い集めた、 カナダ人作家

たちの声を紹介しつつ、 カナダ文学の後進性に

まつわる事情を紐解いている。

　 カナダ文学が開花したのは建国百周年を迎えた

1960 年代といわれる。 そして日本でカナダ文学研

究が緒に就いたのは 1980 年代である。 当初、 列

挙的に日本に紹介されたカナダ文学の中には、 す

でに読み直しが始まっていたカナダ本国で、 再評

価されるに至った作家や作品も多い。 本書は、 コ

ンテンポラリー志向の昨今のカナダ文学研究からは

見落とされがちな、 英系カナダ文学の礎を築いた

作家、 ランドマークと位置づけられるようになった作

品を研究対象としている。 そこから「幼児期の国家」

カナダのジレンマ、 カナダ人作家のジレンマを読み

取り、 リアリズムを主流として展開した英系カナダ文

学が、 反リアリズムの表現モードであるゴシック性を、

いかに獲得していったかを検証している。 序論第二

章 「ゴシックの系譜」 では、イギリス発祥の 「ゴシッ

ク小説」 の系譜を踏まえ、 ゴシック批評につきまとう

カナダ的ジレンマについても考察した。

  かつてウォルター ・ アレンは、 二十世紀中葉の

英米小説を 「伝統」 と 「夢」 との対比で言い表し

た。 長い歴史というバックボーンをもつイギリスの小

説は、 階級社会に生きる男女を描き、 アメリカの

小説は、 アメリカ的であることに拘りつつ、 アメリカ

ン ・ ドリームとその挫折を描いた。 そんな英米小説

に慣れ親しんだ私たちは、 カナダ文学はどうなの

かと問わずにはいられない。

  革命を拒否したカナダの人々は、 厳しい自然条

件を前にして、 「夢」 を抱くどころではなかった。

アメリカの 「フロンティア・スピリット」 に対して、 ノー

スフロップ・フライの 「駐屯地心理」、アトウッドの 「サ

バイバル」 や 「犠牲者たち」 は、 初期カナダ文

学の特質を言い当てるキーワードとして知られるが、

具体例となるカナダ的な作品は顧みられなくなって

いる。 本書で取り上げた作家 ・ 作品は、 ナショナリ

ズムの時期にカナダ文学史上に位置づけられた文

学遺産というだけではない。 主要テクストは、 ポスト

モダニズム、 ポスト構造主義、 フェミニズム、 精神

分析、 ポストコロニアル、 ディアスポラ、 クイア理論

といった現代批評理論による分析にも堪えて命脈

を保ち、知的好奇心を刺激してやまない。と同時に、

それらの作品は時に、 現代批評理論を例証するた

めのテクストと化しており、 評論の読者に示される

のは、 記号が戯れる抽象的な作品世界である。

  本書は、 文学作品が風土と歴史の産物であるとい

う原点に立ち返り、 当時の作家たちがカナダ特有の

事情の下で提示した、 国民文学の時空を取り戻すこ

とを目的としている。 全体を貫く時間軸としては植民

地時代から1980年代まで、 空間・地域的には、 英

系カナダ文学を担ってきたカナダ東部と西部地域に

絞り、脱構築批評で再評価された作品、近年のゴシッ

ク批評の対象となった小説を中心に論じている。

　第 II 部 「コロニアル作家の選択―ゴシック小説か

移民体験記か」 では、 新世界に付き物の 「ないな

い尽くしのジレンマ」 を、 植民地時代の作家たちが

解消するプロセスに注目した。 アメリカ的な反骨精

神からではなく、 母国イギリスへの思いと作家個人

が置かれた状況から生じたジレンマ解消法が、 産

物としての 『ワクースタ』 (1832) であり、 『未開地で

苦難に耐えて』 (1852) だった。 第三章 「辺境カナ

ダのゴシック 『ワクースタ』 ―カナダ人作家、ジョン・

リチャードソンの挑戦」 では、 カナダ生まれの作家

が、 英文学の伝統を移植することに心血を注いだ

証を跡付け、 リチャードソン独自のゴシック性を探っ

た。 第四章 「女性移民作家スザンナ ・ ムーディの

軌跡―伝記的背景と 『未開地で苦難に耐えて』 受

容」 では、 女性移民作家であるがゆえに味わわね
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ばならなかったジレンマの数々と苦渋の選択が 『未

開地』 を誕生させた経緯をたどりつつ、 経済的な

苦境からカナダ移民になることを選択したムーディ

夫人が、 カナダ自治領成立を経て、 いかにして新

生カナダの作家へと変容を遂げたかを検証した。

　 第 III 部 「カナダ西部の表象―北西部開拓神話

とスモールタウンの形象」 では、 英系カナダ文学の

展開のなかで、 開花期を前にして独自路線を示し

て一旦は市場から姿を消したが、 後に再評価され

るに至った作家ハワード ・ オヘイガンとシンクレア ・

ロスの国民文学の時空を探っている。 第五章 「現

代小説の先駆け―ハワード・オヘイガン 『テイ・ジョ

ン』 の語りと多声をめぐって」 では、 カナダ北西部

の開拓神話たる 『テイ ・ ジョン』 を、 先住民の世

界と白人の接触にまつわる物語として読み解いた。

第六章 「ハワード ・ オヘイガンのカナダ的時空―

『テイ ・ ジョン』 から 『スクール ・ マームの木』 ま

で」 では、カナダ建国の礎となった大陸横断鉄道と、

騎馬警察のモチーフに注目するとともに、 オヘイガ

ンのゴシック性、 カナダの大自然との関連で、 カナ

ダ文学における 「自然と女性」 についても考察した。

第七章 「シンクレア ・ ロスの時空とジレンマの構図」

― 『私と私の家に関しては』 から 『医師のメモリア

ル』」 では、 「ジレンマ」 を共通項として、 ロスの全

著作を紐解いている。 平原州の架空のスモールタ

ウンは、 カナダ文学の特質の一つ、 地域主義を例

証する舞台である。 代表作『私と私の家』の項では、

実在したムーディ夫人と並び称せられる語り手ヒロイ

ン、 ベントレー夫人の一人称語りの 「騙り性」 に注

目して 「ジレンマ」 の諸相を探った。

　 第 IV 部 「カナダの中心オンタリオ―女性をめぐ

るゴシックの時空」 では、 現役女性作家たちの初

期小説を 「ゴシック」 との関連で考察している。 第

八章 「ゴシック ・ パロディ ： マーガレット ・ アトウッ

ド 『レディ ・ オラクル』 ―二十世紀中葉のカナダ

と女性作家」 では、 辺境カナダの文学を担った、

かつての新進作家アトウッドが 「ゴシック」 をネタ

にして描いた、若き女性作家の肖像として 『レディ・

オラクル』 を読み解いた。 女性が生きること、 書く

ことに付随するゴシック的な時空は、 1950 年代か

ら70年代カナダの文化事情を色濃く反映している。

第九章 「女性ゴシック：ジェイン・アーカート 『ワー

ルプール』 ―ゴシック的呪縛 〈家庭の天使〉 と 〈死

の混沌〉」 では、歴史小説家アーカートのデヴュー

作 『ワールプール』 が孕むゴシック性を探り、 女

性性ゆえのゴシック的呪縛と解放の物語として読み

解いた。 その背景には、男性登場人物たちの 「ジ

レンマ」 が、 見え隠れしている。

　 宗主国イギリスから枝分かれした英系カナダ文学

のあり方を探るにあたっては、「ジレンマ」 と 「ゴシッ

ク」 という通底音に耳を傾けた。 本書が提示してい

るのは、 つまるところ、 英系カナダ文学研究を通じ

て見えてきた、 カナダの肖像にほかならない。

（大阪樟蔭女子大学）

 ＊　＊　＊

（（（事務局より）））

◆「トラベル・グラント」募集について

2017 年度（2017 年 4 月 1 日～ 2018 年 3 月

31 日）までの間に、カナダおよびカナダ

以外の国（日本を除く）で開催される国際

会議などでカナダ研究について報告をする

本学会会員に旅費一部補助の制度です。本

学会会員によるカナダ研究の成果を広く海

外に発信し、研究の交流や国際化を図るの

が目的です。ただし、トラベル・グラント

は旅費の一部を補助するのが趣旨ですの

で、旅費のすべてをカバーするものではあ

りません。募集要項は次のとおりです。(1) 

支給人数と支給金額：1 名につき 5 万円・

最大 2 名。(2) 支給対象者：募時点におい

て日本カナダ学会会員であること。原則と

して、専任の勤務先を持たない会員。専任

の勤務先を持つ会員でも応募出来ますが、

優先度は低くなります。(3) 応募締切日： 

2017年4月末および同年8月末日（年2回）。

(4) 応募書類： ①本学会所定の応募用紙

（日本カナダ学会のホームページに掲載）、

②国際会議。などでの報告が正式に受け入

れられたという文書 ( メールも可 )、③出

張に関する費用（航空運賃、滞在費、参加

登録料など）の見積書。(5) 審査方法：日

本カナダ学会理事会における審査機関（対
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外交流・社会連携委員会）により事前審査

を行い、それぞれ 5 月および 9 月の理事会

にて最終決定します。(6) 出張後の義務：

①帰国後 2 週間以内に報告した論文を、郵

送にて学会事務局に提出すること。②出張

に関わる費用の報告書（学会ホームページ

掲載の所定の書式）。(7) その他の事項：

①当該年度内でトラベル・グラントの予算

額（10 万円）が満額執行されなかった場

合でも、原則として、残額を次年度への繰

越は行いません。②出張期間は当該年度

内に終了しなければなりません。③このグ

ラントを支給された会員は、原則として再

度応募することはできません。④書類送付

先・問い合わせ先：〒 658-0032　兵庫県

神戸市東灘区向洋町中 9-1-6　神戸国際大

学経済学部下村雄紀研究室内　日本カナダ

学会事務局。

◆第 30 回日本カナダ学会研究奨励賞論文

募集

日本におけるカナダ研究の促進と育成を目

的として、優れた研究論文を募集します

‥‥(1) 応募要件：カナダ研究に関する

論文で、応募締切日より起算して過去一年

以内に発表されたか、未発表のもの。テー

マや領域は問わない。用語は日本語・英語・

仏語のいずれか。(2) 応募資格：日本国民

又は日本在住者であって、応募締切日にお

いて次のいずれかに該当する者、(a) 大学

院に在学している者、(b) 大学院を修了又

は退学してから 5 年未満の者、(c) 満 40

歳未満の者。(3) 原稿枚数：邦文は横書

きで 400 字× 80 枚相当を上限とする ( 含・

図表 / 脚注 )。A4 判ワープロ仕上げが望ま

しい。欧文は 15,000 語以内 ( 含・図表 /

脚注 ) ＝ A4 判ダブルスペース。いずれの

場合も 1 論文につき、コピー 2 部 ( 正副合

計 3 部 ) を送付すること。著者名、論文名、

所属、略歴、連絡先（郵便及び電子メール）

をカヴァーレターに明記すること。また、

応募書類は返却しない。(4) 論文の推薦：

応募要件に該当する既発表論文について、

執筆者が応募した場合のほか、学会理事が

推薦した場合、これを他薦の審査対象論文

として取り扱う。(5) 締切：2017 年 5 月

31 日 ( 必着 )。(6) 送付先：〒 658-0032　

兵庫県神戸市東灘区向洋町中 9-1-6　神戸

国際大学経済学部下村雄紀研究室内　日本

カナダ学会事務局宛 (｢JACS 研究奨励賞応

募論文 ｣ と朱筆 )。(7) 賞・賞金・特典：

最優秀論文賞 1 名に正賞および副賞（5 万

円）。優秀論文賞（佳作）2 ～ 3 名に正賞

および副賞（2 万円）。なお最優秀論文賞

の受賞論文は、未発表のものに限り、規定

に基づいてカナダ研究年報に掲載すること

ができる。(8) 発表および授賞式：2017

年 9 月、国立民族学博物館における第 42

回年次研究大会にて。(9) 問い合わせ：電

子メールまたは FAX にて事務局まで。

◆会費納入について（お願い） 

現在会費の納入を受け付けております。

前年度までの会費を未納の方は、直ちに

納入下さい。過去 3 年分（当該年度を含

まず）の会費が未納の場合、学会からの

発送物停止等をもって会員資格を失うこ

とになりますのでご注意下さい。一般会

員：7,000 円・学生会員：3,000 円 ( 学

生会員は、当該年度の学生証のコピーを

提出のこと ) 。郵便振替口座：00150-2-

151600。加入者名：日本カナダ学会。来

年度以降、自動振替に移行希望の方は事

務局までご連絡ください。必要書類をお

送りします（自動振替による口座引落は

7 月です）。ご協力願います。なお、4 月

以降に会員区分の変更のある場合は直ち

に事務局までお知らせ下さい。

★編集後記･･･お今号も多くの方にご寄稿いただきました。

改めてお礼申し上げます。先日初めて史料調査のために

ヴァンクーヴァーに行ってまいりました。知識では知って

いましたが、今まで何度も行ったことがある東部とは全く

異なる世界に非常に驚くと同時に、カナダの多様性を肌で

実感することができました。この感覚を少しでも研究に反

映できればと思います。・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （f）


